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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月16日(2012.11.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注入システムの流体加圧ユニットの組み立て方法であって、
　プランジャのワイパ側壁の近位端がシリンジの第１の長さの範囲内に入るように、前記
シリンジの近位開口内に前記プランジャを装着するステップであって、前記プランジャは
、前記ワイパ側壁と、変形可能な遠位端面壁と、空洞とを有し、前記プランジャの前記ワ
イパ側壁は、外側シールリッジと、前記シリンジの内表面を可逆的に封止する外側シール
リップとを備え、前記プランジャの前記空洞が、前記ワイパ側壁及び前記変形可能な遠位
端面壁によって画定され、且つ前記遠位端面壁の反対側に位置する開口を有し、
　前記第１の長さに沿った前記シリンジの内表面が前記シリンジの第１の内径を画定し、
前記第１の長さが、前記シリンジの前記近位開口から前記シリンジの第２の長さに向かっ
て延在し、及び前記第２の長さに沿った前記内表面が前記シリンジの第２の内径を画定し
、前記第２の内径が前記第１の内径より小さい、ステップと、
　前記注入システムのプランジャシャフトの終端部分を、前記装着されたプランジャの前
記開口から前記装着されたプランジャの空洞内へと、前記プランジャシャフトの係合機構
が前記プランジャの嵌合機構と近接し、しかし前記嵌合機構と動作可能な係合はしないと
ころまで挿入するステップであって、前記プランジャの前記開口及び前記空洞が前記ワイ
パ側壁により画定され、前記開口が前記ワイパ側壁の前記近位端に位置し、前記プランジ
ャの前記嵌合機構が前記ワイパ側壁に、前記プランジャの前記開口にごく近接して形成さ
れ、及び前記嵌合機構が前記空洞内に突出している、ステップとを備え、
　前記プランジャシャフトの前記終端部分が、前記終端部分が前記空洞内に完全に挿入さ
れると、前記終端部分の遠位終端面と前記プランジャの前記変形可能な遠位端面壁との間
に間隙が存在するようなサイズ及び形状を有し、
　前記プランジャの前記ワイパ側壁の前記外側シールリップが、前記プランジャの前記変
形可能な遠位端面壁に近接して位置し、従って前記プランジャシャフトの前記終端部分が
前記プランジャの前記空洞内に完全に挿入されると、所与の閾値圧力を上回る前記シリン
ジ内の圧力によって前記変形可能な遠位端面壁が変形して前記間隙に入り込み、それによ
り前記外側シールリップが半径方向外側に押し付けられ、前記シリンジの前記内表面との
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封止係合がより緊密となり、
　前記プランジャシャフトの前記挿入された終端部分を前記シリンジ内で前進させるステ
ップであって、それにより前記プランジャを前記シリンジの前記第２の長さへと、前記ワ
イパ側壁の前記近位端が前記第２の長さの範囲内に入るまで動かし、前記プランジャシャ
フトの前記係合機構を前記プランジャの前記嵌合機構と動作可能に係合するステップをさ
らに含む、方法。
【請求項２】
　前記プランジャシャフトの前記終端部分を挿入する前に、前記シリンジ及び前記装着さ
れたプランジャを前記注入システムのスリーブ内へと、前記装着されたプランジャの前記
開口が前記プランジャシャフトの前記終端部分と略半径方向に整列するように装填するス
テップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記プランジャシャフトの前記挿入された終端部分を、前進させた後に、前記シリンジ
内で後退させるステップであって、それにより前記プランジャを前記シリンジの前記開口
に向けて動かし、前記ワイパ側壁の前記近位端が前記シリンジの前記第１の長さの範囲内
に入り、従って前記プランジャシャフトの前記係合機構が前記プランジャの前記嵌合機構
から切り離されるまで戻すステップと、
　前記プランジャシャフトの前記後退させた終端部分から前記シリンジ及び前記プランジ
ャを共に分離するステップと、
　前記プランジャシャフトの前記終端部分を、別のシリンジの開口内に装着された別のプ
ランジャの開口から前記別のプランジャの空洞内へと、前記別のプランジャのワイパ側壁
の近位端が前記別のシリンジの第１の長さの範囲内に入るように挿入するステップと、を
さらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　近位開口と、内表面と、前記内表面がシリンジの第１の内径を画定する範囲にわたる第
１の長さと、前記内表面が前記シリンジの第２の内径を画定する範囲にわたる第２の長さ
とを備えるシリンジであって、前記第１の長さが前記近位開口から前記第２の長さに向か
って延在し、及び前記第１の内径が前記第２の内径より大きい、シリンジと、
　終端部分と係合機構とを備えるプランジャシャフトと、
　前記シリンジの前記内表面内に装着されるプランジャであって、前記プランジャが、近
位端と、遠位端と、前記プランジャシャフトの前記係合機構と係合する嵌合機構と、ワイ
パ側壁とを備え、前記ワイパ側壁が前記近位端と前記遠位端との間に延在して前記プラン
ジャの空洞を画定し、前記ワイパ側壁が、前記プランジャの前記近位端に近接して延在す
る半径方向に拡張可能かつ収縮可能な部分を備え、及び前記嵌合機構が前記ワイパ側壁の
前記拡張可能かつ収縮可能な部分に形成され、且つ前記空洞内に突出している、プランジ
ャと、を含む、注入システム用の流体加圧ユニットにおいて、
　前記プランジャの前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分は、前記ワイパ側
壁の内表面に形成され、且つ前記プランジャの前記空洞の周囲にわたって互いに離間され
た長手方向に延在する複数のリブであって、各々が、前記プランジャの前記近位端から前
記プランジャの前記遠位端に向かって延在する複数のリブを備え、
　前記プランジャの前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分が、前記シリンジ
の前記第１の長さの範囲内にあるとき拡張し、従って、前記プランジャシャフトの前記終
端部分が前記プランジャの前記空洞内へと、前記プランジャシャフトの前記係合機構が前
記プランジャの前記嵌合機構と整列するように挿入されるとき、前記プランジャの前記嵌
合機構は前記プランジャシャフトの前記係合機構と動作可能に係合せず、
　前記プランジャの前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分が、前記挿入され
たプランジャシャフトによって前記シリンジの前記第１の長さの範囲内から動かされ、前
記シリンジの前記第２の長さの範囲内にあるとき収縮し、従って前記プランジャの前記嵌
合機構が前記プランジャシャフトの前記係合機構と動作可能に係合する、ユニット。
【請求項５】



(3) JP 2012-509739 A5 2013.1.17

　前記プランジャシャフトの前記係合機構が、前記プランジャシャフトの前記終端部分の
近位端に形成された溝を含み、
　前記プランジャの前記嵌合機構が、前記プランジャの前記空洞の開口にごく近接して位
置する少なくとも１つのタブを備える、請求項４に記載のユニット。
【請求項６】
　前記プランジャシャフトの前記溝が、基部と、前記基部から遠位に、前記プランジャシ
ャフトの長手方向軸に対して鋭角で延在するショルダとを備える、請求項５に記載のユニ
ット。
【請求項７】
　前記プランジャシャフトに連結されたモータアセンブリをさらに含む、請求項４に記載
のユニット。
【請求項８】
　前記ワイパ側壁の全体が熱可塑性材料から形成される、請求項４に記載のユニット。
【請求項９】
　前記熱可塑性材料が、ポリプロピレン及びポリエチレンからなる群から選択される、請
求項８に記載のユニット。
【請求項１０】
　前記プランジャが単一の射出成形部品であり、前記終端部分が前記プランジャの前記空
洞内に挿入されると、前記プランジャシャフトの前記終端部分と直接接合する、請求項４
に記載のユニット。
【請求項１１】
　前記プランジャの前記嵌合機構が、前記複数のリブの少なくとも一部の各々に形成され
たタブであって、各々が前記プランジャの前記近位端に近接して位置するタブを備える、
請求項４に記載のユニット。
【請求項１２】
　近位開口と、内表面と、前記内表面がシリンジの第１の内径を画定する範囲にわたる第
１の長さと、前記内表面が前記シリンジの第２の内径を画定する範囲にわたる第２の長さ
とを備えるシリンジであって、前記第１の長さが前記近位開口から前記第２の長さに向か
って延在する、シリンジと、
　近位端と遠位端とワイパ側壁と嵌合機構とを備えるプランジャであって、前記ワイパ側
壁が前記近位端と前記遠位端との間に延在して前記プランジャの空洞を画定し、前記ワイ
パ側壁が、前記プランジャの前記近位端にある前記空洞に至る開口を取り囲む半径方向に
拡張可能かつ収縮可能な部分を備え、及びプランジャシャフトが前記空洞内に挿入され、
前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分が収縮したときに、流体加圧ユニット
の前記プランジャシャフトと係合するように、前記嵌合機構が前記ワイパ側壁の前記拡張
可能かつ収縮可能な部分に形成され、且つ前記空洞内に突出している、プランジャと、を
含む、注入システムの流体加圧ユニット用の使い捨てサブアセンブリにおいて、
　前記プランジャの前記ワイパ側壁の前記半径方向に拡張可能かつ収縮可能な部分は、前
記ワイパ側壁の内表面に形成され、且つ前記プランジャの前記空洞の周囲にわたって互い
に離間された長手方向に延在する複数のリブであって、各々が、前記プランジャの前記近
位端から前記プランジャの前記遠位端に向かって延在する複数のリブを備え、
　前記プランジャが前記シリンジの前記開口内において第１の位置に装着され、それによ
り前記プランジャの前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分が前記シリンジの
前記第１の長さの範囲内に位置し、前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分が
拡張し、
　前記第２の内径が前記第１の内径より小さく、従って前記挿入されたプランジャシャフ
トによって前記プランジャが前記第１の位置から、前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収
縮可能な部分が前記シリンジの前記第２の長さの範囲内に位置する第２の位置に動かされ
ると、前記拡張可能かつ収縮可能な部分が収縮し、前記嵌合機構が前記挿入されたプラン
ジャシャフトと動作可能に係合する、サブアセンブリ。
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【請求項１３】
　前記ワイパ側壁の全体が熱可塑性材料から形成される、請求項１２に記載のサブアセン
ブリ。
【請求項１４】
　前記熱可塑性材料が、ポリプロピレン及びポリエチレンからなる群から選択される、請
求項１３に記載のサブアセンブリ。
【請求項１５】
　前記プランジャの前記嵌合機構が、前記複数のリブの少なくとも一部の各々に形成され
たタブであって、各々が前記プランジャの前記近位端に近接して位置するタブを備える、
請求項１２に記載のサブアセンブリ。
【請求項１６】
　前記プランジャが変形可能な遠位端面壁であって、そこから前記ワイパ側壁が延在する
遠位端面壁と、前記ワイパ側壁に、前記変形可能な遠位端面壁に近接して形成された外側
シールリップとをさらに備える、請求項１２に記載のサブアセンブリ。
【請求項１７】
　前記プランジャの前記ワイパ側壁と前記変形可能な遠位端面壁とが、熱可塑性材料から
一体形成される、請求項１６に記載のサブアセンブリ。
【請求項１８】
　前記シリンジが、遠位ポート対をさらに備え、前記遠位ポート対のうちの第１のポート
に連結された第１のチューブ材ラインと、前記遠位ポート対のうちの第２のポートに連結
された第２のチューブ材ラインとをさらに含み、前記遠位ポート対の各々が、対応するチ
ューブ材ラインと前記シリンジの前記内表面との間に流体連通を提供する、請求項１２に
記載のサブアセンブリ。
【請求項１９】
　注入システムの流体加圧ユニット用のプランジャであって、
　前記プランジャの遠位端と近位端との間に延在するワイパ側壁であって、内表面を備え
るワイパ側壁と、
　前記ワイパ側壁の前記内表面によって画定され、且つ前記プランジャの前記近位端に位
置する開口を有する空洞と、
　前記ワイパ側壁の前記内表面に形成され、且つ前記空洞の周囲にわたって互いに離間さ
れた複数の長手方向に延在するリブであって、各々が、前記プランジャの前記近位端から
前記プランジャの前記遠位端に向かって延在する複数のリブと、
　前記複数のリブの少なくとも一部の各々に形成されたタブであって、各々が前記プラン
ジャの前記近位端に近接して位置し、且つ前記空洞内に突出しているタブと、
を含む、プランジャ。
【請求項２０】
　前記ワイパ側壁の全体が熱可塑性材料から形成される、請求項１９に記載のプランジャ
。
【請求項２１】
　前記熱可塑性材料が、ポリプロピレン及びポリエチレンからなる群から選択される、請
求項２０に記載のプランジャ。
【請求項２２】
　変形可能な遠位端面壁であって、そこから前記ワイパ側壁が延在する遠位端面壁、をさ
らに含み、前記ワイパ側壁が、前記遠位端面壁に近接して位置する外側シールリップをさ
らに備える、請求項１９に記載のプランジャ。
【請求項２３】
　前記変形可能な遠位端面壁と前記ワイパ側壁とが、熱可塑性材料から一体形成される、
請求項２２に記載のプランジャ。
【請求項２４】
　前記熱可塑性材料が、ポリプロピレン及びポリエチレンからなる群から選択される、請
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求項２３に記載のプランジャ。
【請求項２５】
　近位開口と内表面とを備えるシリンジと、
　終端部分であって、遠位終端面を備える終端部分を備えるプランジャシャフトと、
　前記シリンジ内に装着されたプランジャであって、ワイパ側壁と、変形可能な遠位端面
壁と、空洞とを備えるプランジャと、
を含み、
　前記プランジャの前記ワイパ側壁が、外側シールリッジと、前記シリンジの前記内表面
を可逆的に封止する外側シールリップとを備え、
　前記プランジャの前記空洞が、前記ワイパ側壁及び前記変形可能な遠位端面壁によって
画定され、且つ前記変形可能な遠位端面壁の反対側に位置する開口を有する、注入システ
ム用の流体加圧ユニットであって、
　前記プランジャシャフトの前記終端部分が、前記終端部分が前記空洞内に完全に挿入さ
れると、前記終端部分の前記遠位終端面と前記プランジャの前記変形可能な遠位端面壁と
の間に間隙が存在するようなサイズ及び形状を有し、及び
　前記プランジャの前記ワイパ側壁の前記外側シールリップが、前記プランジャの前記変
形可能な遠位端面壁に近接して位置し、従って前記プランジャシャフトの前記終端部分が
前記プランジャの前記空洞内に完全に挿入されると、所与の閾値圧力を上回る前記シリン
ジ内の圧力によって前記変形可能な遠位端面壁が変形して前記間隙に入り込み、それによ
り前記外側シールリップが半径方向外側に押し付けられ、前記シリンジの前記内表面との
封止係合がより緊密となる、ユニット。
【請求項２６】
　前記プランジャシャフトが係合機構をさらに備え、及び
　前記プランジャが、前記プランジャシャフトの前記係合機構と係合する嵌合機構をさら
に備える、請求項２５に記載のユニット。
【請求項２７】
　前記プランジャシャフトの前記係合機構が、前記プランジャシャフトの前記終端部分の
近位端に形成された溝を含み、及び
　前記プランジャの前記嵌合機構が、前記ワイパ側壁に形成され、且つ前記空洞内に突出
する少なくとも１つのタブであって、前記空洞の前記開口にごく近接して位置する少なく
とも１つのタブを備える、請求項２６に記載のユニット。
【請求項２８】
　前記プランジャシャフトの前記溝が、基部と、前記基部から遠位に、前記プランジャシ
ャフトの長手方向軸に対して鋭角で延在するショルダとを備える、請求項２７に記載のユ
ニット。
【請求項２９】
　前記シリンジが、前記シリンジの前記内表面が前記シリンジの第１の内径を画定する範
囲にわたる第１の長さと、前記内表面が前記シリンジの第２の内径を画定する範囲にわた
る第２の長さとを備え、前記第１の長さが前記近位開口から前記第２の長さに向かって延
在し、及び前記第１の内径が前記第２の内径より大きく、
　前記プランジャシャフトが係合機構をさらに備え、
　前記プランジャの前記ワイパ側壁が、前記空洞の前記開口を取り囲む半径方向に拡張可
能かつ収縮可能な部分を備え、
　前記プランジャが、前記プランジャシャフトの前記係合機構と係合する嵌合機構であっ
て、前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分に形成され、且つ前記空洞内に突
出している嵌合機構をさらに備え、
　前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分が、前記シリンジの前記第１の長さ
の範囲内に位置するとき拡張し、従って、前記プランジャシャフトの前記終端部分が前記
プランジャの前記空洞内へと、前記プランジャシャフトの前記係合機構が前記プランジャ
の前記嵌合機構と整列するように挿入されるとき、前記プランジャの前記嵌合機構は前記
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挿入されたプランジャシャフトの前記係合機構と動作可能に係合せず、及び
　前記ワイパ側壁の前記拡張可能かつ収縮可能な部分が、前記挿入されたプランジャシャ
フトによって前記第１の長さの範囲内から動かされ、前記シリンジの前記第２の長さの範
囲内に位置するとき収縮し、従って前記プランジャの前記嵌合機構が前記挿入されたプラ
ンジャシャフトの前記係合機構と動作可能に係合する、請求項２５に記載のユニット。
【請求項３０】
　前記プランジャの前記ワイパ側壁が、前記外側シールリップと前記プランジャの前記空
洞の前記開口との間に位置する少なくとも１つの外側シールリッジであって、前記シリン
ジの前記内表面の少なくとも一部分を常に封止係合するように構成される外側シールリッ
ジをさらに備える、請求項２５に記載のユニット。
【請求項３１】
　前記プランジャシャフトに連結されたモータアセンブリをさらに含む、請求項２５に記
載のユニット。
【請求項３２】
　前記プランジャの前記ワイパ側壁と前記変形可能な遠位端面壁とが、熱可塑性材料から
一体形成される、請求項２５に記載のユニット。
【請求項３３】
　前記熱可塑性材料が、ポリプロピレン及びポリエチレンからなる群から選択される、請
求項３２に記載のユニット。
【請求項３４】
　前記プランジャが単一の射出成形部品であり、前記終端部分が前記プランジャの前記空
洞内に挿入されると、前記プランジャシャフトの前記終端部分と直接接合する、請求項２
５に記載のユニット。
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